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 令和５年８月３日 

報   告   書 

 

 

大田原市議会広報広聴委員会委員長  滝田 一郎  様 

 

 

大田原市議会  第３班班長 中川 雅之 

 

 

 大田原市議会報告会実施要綱第９条第１項の規定により、下記のとおり報告いたします。 

 

 

                   記 

 

１． 日 時   令和５年７月２６日（水） 午後３時～４時 

 

２． 会 場   大田原市役所７階 議会フロア 

 

３． 担当議員と役割 

   【担当議員】          【支援議員】 

    中川 雅之（班長）       櫻井 潤一郎（受付・書記） 

    深澤 正夫（司会進行）     菊地 英樹（案内・書記） 

秋山 幸子（意見交換対応）   伊賀  純（  〃  ） 

前野 良三（ 〃 ）      斎藤 光浩（  〃  ） 

菊池 久光（ 〃 ）      新巻 満雄（  〃  ） 

小林 正勝（欠席）       君島 孝明（受付・書記） 

                髙﨑 和夫（  〃  ） 

 

４． 参加者  ２０名（市内１３名、市外６名 ※未回答１名） 
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５．意見交換会の内容 

 

①那須野が原ハーモニーホール 

・コロナ禍で入館者は、大田原市、那須塩原市等で広報紙を活用してＰＲしているが七・

八割しか戻って来ない。 

・光熱費等の燃料の高騰、物価高で管理費が４割増で運営が非常に厳しい状況。 

・イベント関係はほぼ戻って来ている。 

 

②大田原地域職業訓練センター 

・昭和５９年開設と建物の老朽化が進む。 

・企業の働き方改革等により講座受講者が減少しているが、竹工芸の講座は、女性が多く

非常に人気で応募受講者がすぐに集まる。今後は（昼・夜）講座の拡大を希望する。 

・空調、配管等の老朽化が進んでいる。 

 

③大田原市水遊園直売所 

・契約農家さんの高齢化により、２００名から現在は８８名に減少（湯津上・黒羽の農家）。

野菜の搬入・搬出の運搬問題が現在大きな課題である。 

・コロナ禍で年間売上は減少しているが、水遊園のイベント等が増加傾向にあり現在は持

ち直している。 

・取り扱う野菜は非常に良く、これからも安く提供していきたい。 

 

④大田原市立図書館 

・図書館としての役割と、地域の課題解決、学生の学習の場の提供など、様々な役割を担

う施設として活動。 

・コロナ前の入館者・利用者に戻ってきている。 

・子どもの読書離れ対応として、子どもの読書活動推進会議委員の設置・資料のデジタル

化・デジタルアーカイブの設置など、デジタル化の推進を図り大田原市の歴史等の配信

強化。学校との連携強化を進めて行く。 

 

⑤市民参加者 

・平成合併時の特例債事業「湯津上地区・道路整備」の内、佐良土宇田川線（８，４００

ｍ）の整備状況について、大田原市は整備完了としているが、現在までの状況及び今後

の市の整備計画について伺いたい。 

 

⑥市民参加者 

・初めての報告会参加でしたが、各団体が工夫されながら運営している事など非常に良い

報告会でした。 

 

⑦大田原市総合交流ターミナルセンター黒羽温泉五峰の湯 

・グラウンド周辺に人が泊まれるテント施設場所の新設。 
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・近隣の若杉山荘のようなスポーツ合宿施設等の誘致を望む。 

・現在の利用者数は増加傾向。 

 

⑧大田原市火葬場 

・コロナ禍の中で、会葬者の人数制限があったため、売店等の売り上げが減少し運営が非

常に厳しい。 

・燃料の高騰により、他の自治体では、市外等の安い業者から仕入れるなど管理者独自で

対応しているが、大田原市では認められていない。 

・利益を上げる施設ではないため、コロナ禍では赤字経営。 

・施設の耐震診断を行い、待合室は畳部屋の和室から洋室に改修予定。 

 

⑨大田原市屋内温水プール、大田原市立黒羽中学校屋内温水プール 

・大田原施設の老朽化（平成４年設置、３１年）が進んでおり、配管関係・機械関係の故

障が多く、修理を行っている。 

・施設周辺の整備、樹木の老木化が進み、倒木の危険があると近隣の住民から苦情。 

・黒羽温水プールの利用者は大田原の２分の 1 で、今後の課題は利用者増と施設までの交

通の利便性。 

・自主事業の推進（小学生中心の事業）。 

・利用料金は、コロナ禍で激減（５から７割減）。 

・利用者は高齢の方が多く、利用料金は６５歳以上１００円となっており、利用料の増加

は難しい。 

・利用者増加対策として、ファミリー向けの事業を推進。 

 

⑩大田原市子ども未来館 

・トコトコ大田原の利用者・年間入込数は、1階（約３０万人）、２・３・４階（約３０万

人）で計６０万人の利用者が来ており、今後は第２弾の中心市街地活性化・まちづくり

ハード事業の推進を強く望む。 

 

⑪指定管理者施設 全員の意見！！ 

☆新型コロナウイルス感染症の影響、燃料の高騰、物価高の影響により、どの施設も運営

が非常に厳しい状況であります。管理料も含めた対策を切に望む。 

☆施設の修繕費の問題（１件５０万円以上）については、施設の老朽化等により１件５０

万円以下の修繕等が年々多く発生しており、年間支出額は増加傾向にあります。施設の

修繕費等の対策を切に望む。 

 

６．議会報告会の所感等 

 

・報告会の時間、開催数等についての意見があったので、今後とも開催条件については引

き続き検討を重ねたい。 


